
令和５年度シラバス 

教 科 科   目 単位数 履修学年・クラス 

公 民 政治経済 ２ ３－５～３－７（文系）、３－Ａ 

１．学習の到達目標 

１．広い視野に立って、民主主義の本質に関する理解を深化させる。 
２．現代の政治、経済、国際関係に関する興味・関心を引き出し、その客観的な理解をはかる。 
３．現代の政治・経済に関する諸課題に対する多様な見方・考え方を学び、その解決に向けて主体的に考え

る態度を養わせる。 
４．差別に対する国の関わりを通して、差別をなくしていかなければならないという意識を養う。 

２．学習の計画 

 学  習  内  容 学 習 の ね ら い 

１

学

期 

第Ⅱ編 現代の経済 
 
 第１章 経済社会の変容 
 
第Ⅰ編 現代の政治 
 
 第１章 現代国家と民主政治 
 
 第２章 日本国憲法と基本的人権 
 
 第３章 日本の政治機構と政治の課題 

・基本的な経済の仕組みを理解させるとともに、日本
経済の現状やその課題、国際経済の動向などを考察
させる。 

・人権保障、国民主権、法の支配など、民主主義の原理
やその発展について理解させる。 

・日本国憲法における基本的人権の保障の内容を学習
し、今日における日本国憲法の意義を理解させる。 

・国会、内閣、裁判所さらには地方自治など日本の統治
機構に関する理解を深め、またその課題について考
察させる。 

☆「基本的人権の尊重」を学ぶとともに、あらゆる差別
を許さない気持ちを育てる。 

２

学

期 

 第４章 現代の国際政治 
 
 第５章 日本の平和主義と国際平和 
 
第Ⅱ編 現代の経済 
  
 第２章 現代経済のしくみ 
 
 第３章 現代の日本経済と福祉の向上 

・国際社会や国際法に関する基本的な理解を深め、国
連をはじめ国際機関の役割について考えさせる。 

・日本国憲法における平和主義の意義と冷戦終結後の
日本の安全政策あり方を考えさせる。 

・市場のはたらきや国民所得、景気変動など経済の基
本的事柄に対する理解を深化させる。 

・公害や労働関係、社会保障といった日本経済が直面
する課題について理解し、今後の展望について考察
させる。 

☆公害で苦しんでいた人々の人権を考えさせる。 

３

学

期 

 第４章 現代の国際経済 
 
第Ⅲ編 現代社会の諸課題 

・貿易の意義や国際収支、為替相場の仕組みといった
国際経済の基本的な事項を理解させる。 

・戦後の国際経済の流れを踏まえ、地域統合や経済摩
擦、南北問題など国際経済を取り巻く課題を理解さ
せる。 

３．評価方法・評価の観点 

評 価 方 法 定期試験（中間・期末） 平常点（ノート提出、授業態度）による。 

 

評価の観点 関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解 

評価の内容 

・現代の政治・経済・国
際関係について関心
を高め、それぞれの課
題を意欲的に追究する
態度を身につけてい
る。 

・現代の政治、経済、
国際関係に関わる事
象から課題を見いだ
し、その課題の本質や
望ましい解決のあり
方などについて、広い
視野に立って多角的･
多面的に考察し、様々
な立場を踏まえなが
ら公正に判断してい
る。 

・現代の政治、経済、
国際関係に関わる諸
資料を様々な手段を
通して収集し、且つ集
めた情報を主体的に
選択し活用している。 
・学習を通して追究
した過程や結果を、的
確に表現することが
出来る。 

・現代の政治、経済、
国際関係に関する基
本的な事柄や理論な
どを理解し、その知識
を身につけている。 

４．使用教科書・副教材 

使用教科書 最新政治・経済 新訂版 （実教出版） 

副 教 材 最新政治・経済 新訂版 演習ノート （実教出版） 

 


